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No.

交付金事業の名称
事業概要

（①目的・効果、②事業内容）
実績事業費
（千円）

交付金充当
額（千円）

事業実施による感染拡大防止等への効果

1 広報事務事業
①感染拡大や支援策、感染症に関する正確な情報の広報
②チラシ印刷費、新聞折込手数料

366 366
チラシを作成し新聞折込することで、ホームページなど
で情報を得ることができない市民に向け効果的に新型コ
ロナウイルス感染症の対策を周知できた。

2 救急業務事業
①救急救命士の感染防止
②リユース感染防止衣上衣・ズボン購入費

1,181 1,181
新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、感染防止
資器材の購入により、救急隊員及び搬送傷病者への感染
拡大を防止できた。

3
学校施設維持管理事業（小・
中学校）

①臨時休校に伴う学校と家庭との連絡体制の強化
②学校用携帯電話の購入費（綾部小学校、中筋小学校、吉美小学校、
綾部中学校　各1台）

128 128
新型コロナウイルス感染症発生時の保護者宛ての連絡を
迅速に行うことができた。

4
新型コロナウイルス対応信用
保証料補助金事業

①資金繰りの支援による事業の継続
②中小企業者等が京都府の制度融資を利用する際に必要となる信用保
証料に対する補助金

3,299 3,299
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の資金
繰りに対する支援ができた。

5 災害対策事業①
①公共施設や避難所における感染症の拡大を防止
②マスク、消毒液等の購入費

7,954 3,767
避難所の新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図る
ことができた。

6
休業要請対象事業者支援給付
金事業

①休業要請に協力した事業者の事業継続を支援
②京都府の休業要請等に協力した中小企業・個人事業主に対する支援
給付金

14,500 14,500
京都府の休業要請等への協力を推進するとともに、事業
者の事業継続を支援できた。

7 情報発信拡充事業
①感染拡大や支援策、感染症に関する正確な情報を発信
②チラシ印刷費、新聞折込手数料、メッセージ動画・ラジオＣＭ手数
料、市ホームページのスマートフォン対応委託料

2,761 2,761
チラシやラジオ、動画などあらゆる手段を使って、市民
に幅広くかつ効果的に新型コロナウイルス感染症の対策
を周知できた。

8 庁内情報化強化事業

①職員の感染等により本庁舎が閉鎖した場合に備え、他施設で業務が
行えるようネットワーク環境等を整備・また市役所本庁舎にコロナ対
策備品やWEB会議用備品を整備
②市役所本庁舎等のコロナ対策等に係る備品購入費や、保健福祉セン
ター、人権福祉センター3館、文化・スポーツ等交流拠点施設、まち
づくりセンターに住基システム等を構築するための委託料、工事請負
費及び備品購入費等

28,603 28,603

サーマルＡＩカメラを設置することで、来庁者の体調管
理を促し、来庁者の判断で入館か、また日を改めるかの
判断を委任する補完的なものとして感染拡大の防止につ
ながった。
本庁舎が、職員等の新型コロナウイルス感染により閉鎖
した場合でも、他施設で窓口業務や執務業務ができる体
制を整えることができた。また、WEB会議を庁内会議室で
開催できるようになった。

9 里山魅力発信事業
①感染の収束を見据え、農村都市の交流を促進するため都市部に向け
て里山体験メニュー等を市ホームページ等により情報発信
②体験メニューの造成・ＰＲ動画等の制作委託料

1,500 1,500

コロナ禍により、これまで大人数で受けていた体験プロ
グラムの実施が困難となり、地域資源を活用しながら比
較的少人数で体験できるプログラムを企画し、地域の魅
力を発信するための体制を整えた。（体験プログラム20
種類を制作）
令和5年度の新施設開業と合わせて新たな里山の魅力を体
感できる商品として売り出し、ウィズコロナに備えてい
くこととしている。

10 定住サポート拡充事業

①移住・定住に係る情報発信の強化と市内宿泊施設等の利用を促進す
るための空き家物件の動画作成、オンラインシステムを利用した物件
案内、宿泊費・施設利用券の一部補助
②動画作成用カメラ・タブレット購入費、宿泊費・施設利用券の補助
金、協力者に対する謝礼

1,366 1,366
オンラインシステムを利用した物件案内等を行うこと
で、都市部からの人の往来や接触を抑え、感染拡大の防
止につながった。

11 社会福祉事業従事者応援事業
①市内の社会福祉施設、保育施設等（73施設）の感染症の拡大を防止
するため必需物品を提供
②マスク、消毒液等の購入費

2,435 2,435 社会福祉施設の集団感染発生防止を図ることができた。

12 元気回復応援事業
①外出自粛による運動不足を起因とする健康二次被害を予防するた
め、運動の紹介動画を配信
②運動動画配信・チラシ配布・運動指導への委託料

6,611 6,611
自宅でもできる運動を紙媒体や動画配信で紹介し、ス
ポーツ施設で指導することにより、市民の健康保持増進
に役立った。

13
健（検）診会場安全・安心確
保事業

①健診会場等における感染症の拡大を防止するため、車内等で待機さ
せ呼出ベルによる順番を知らせるための手段等の整備を実施
②健診等における３密を回避するための呼出ベル及び体温計（非接触
型）購入費

1,223 1,223
健診受診者の健康状態の確認と感染対策を図り、健診を
安全に実施できた。

14 保健医療従事者応援事業
①市内の病院、診療所等（39施設）の感染症の拡大を防止するため必
需物品を提供
②マスク、消毒液等の購入費

1,796 1,796
医療現場の感染予防に役立ち、医療体制の確保につな
がった。

15
雇用調整助成金申請支援補助
金事業

①小規模な事業者の負担軽減、雇用の確保
②雇用調整助成金、緊急雇用安定助成金の申請代行費用に対する補助
金

800 800 雇用調整助成金等の申請の支援ができた。

16
綾部ふれあい牧場魅力再発見
事業

①感染の収束を見据え、来場者数の増加と来場者によるＳＮＳ等によ
る施設の魅力発信
②乗馬体験、小動物のふれあい、花畑等の整備委託料

500 500
魅力ある農業観光施設として、広く周知することができ
た。

17
農林水産業者等新型コロナウ
イルス対策緊急支援事業

①農林水産物の新たな販路開拓や出荷、新商品の試作・開発等を推進
②農林水産業者等が行う経営改善の新たな取組に対する補助金

1,283 1,283
農業者等の経営継続に係る取組により経営改善を図るこ
とができた。

18 消費者保護対策事業
①新型コロナウイルスの感染拡大に便乗した悪質商法等の相談体制を
強化
②会計年度任用職員に係る人件費

961 961
相談員を7か月間増員。2人体制でコロナ禍に関連した消
費生活相談の増に備えた。

20 テナント特別支援補助金事業
①市内中小事業者への事業継続支援
②国の持続化給付金又は京都府休業要請対象事業者支援給付金を受給
した中小企業者等の4月、5月分のテナント料に対する補助金

15,381 15,381
国の家賃支援給付金制度が始まる前の4、5月分の家賃を
対象に実施。固定経費の負担軽減により事業者の事業継
続を支援できた。

21 感染拡大防止対策補助金事業
①新型コロナウイルス感染者発生時の市内事業者の事業継続を支援
②消毒等に要した経費に対する補助金

200 200
新型コロナウイルスの感染者が発生した市内事業者の事
業継続を支援できた。

22 観光資源発信事業

①感染の収束を見据え、観光入込客数及び観光消費額の回復を図るた
め地元特産品等のＰＲ動画を市ホームページ等で公開し、情報発信等
を実施
②各種観光施策に係る委託料

12,704 12,704

コロナ禍で集客が見込めない中、ウェブ上であやべの特
産品を市内外に広く宣伝し、特産品を購入していただく
ためのツールや、人気商品のランクアップなどの取り組
みを行った。また、来店せずに商品を購入できる体制を
整えた。
地域食材を活用した新メニュー開発や観光施設の利用促
進により、新型コロナウイルス感染症の拡大で減少した
観光入込客数及び観光消費額の回復の促進につながっ
た。

23 災害対策事業②
①避難所での新型コロナウイルス感染症対策
②感染症対策のための物資の整備に係る購入費

1,775 1,775
避難所の新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図る
ことができた。

24 保健衛生事業（小学校費）
①小学校（10校）での新型コロナウイルス感染症の拡大を防止
②児童用マスク、消毒液、体温計、サーキュレーター等の購入費

- -
児童の新型コロナウイルス感染の予防を図ることができ
た。
なお本事業は、寄附金を活用し実施した。

25 ＩＣＴ推進事業費（小学校）
①小学校におけるＩＣＴ環境整備のためのネットワークの整備
②児童1人1台端末の実現に向けた校内通信ネットワークの整備に係る
委託料

39,502 30,048
自宅待機となった児童の遠隔での見守り等に活用ができ
た。

26 保健衛生事業（中学校費）
①中学校（6校）での新型コロナウイルス感染症の拡大を防止
②生徒用マスク、消毒液、体温計、サーキュレーター等の購入費

- -
生徒の新型コロナウイルス感染の予防を図ることができ
た。
なお本事業は、寄附金を活用し実施した。

27 ＩＣＴ推進事業費（中学校）
①中学校におけるＩＣＴ環境の整備のためのネットワークの整備
②生徒1人1台端末の実現に向けた校内通信ネットワークの整備に係る
委託料

23,605 17,882
自宅待機となった生徒の遠隔での見守り等に活用ができ
た。

28 保健衛生事業（幼稚園費）
①幼稚園（1園）での新型コロナウイルス感染症の拡大を防止
②体温計の購入費

- -
園児の新型コロナウイルス感染の予防を図ることができ
た。
なお本事業は、京都府補助金を活用し実施した。

30 庁用車管理費
①安全・安心にバスを利用していただくため、市で管理するバス車両
内の除菌コーティングを実施
②バス車両内の除菌コーティング経費13台分

545 545

人に無害なコーティング剤を用いることで抗菌効果が長
年持続することやバスの隅々まで行き渡る施工のため、
車内の気温や湿度変化、振動による劣化や臭いを生じさ
せない仕上げとなった。また、施工後ATP数値（菌の数）
が減少した。

令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の実績及び効果について



計画書
No.
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31 あやバス運行費
①安全・安心にバスを利用していただくため、あやべ市民バス車両内
の除菌コーティングを実施
②バス車両内の除菌コーティング経費12台分

1,660 1,660
光触媒による除菌・消臭効果を発揮するコーティングを
施すことで、安全・安心にバスを利用していただけた。

32
公共交通空白地有償運送事業
費補助金

①安全・安心にバスを利用していただくため、地域主体のNPO法人が
実施するバス車両内の除菌コーティングの実施に対する補助
②バス車両内の除菌コーティング経費1台分

92 92
光触媒による除菌・消臭効果を発揮するコーティングを
施す費用を補助することで、安全・安心にバスを利用し
ていただけた。

33
子育て世帯応援給付金支給事
業

①新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、子育て世帯に対し生
活支援
②令和2年4月分（3月分を含む。）の児童手当の受給者を対象に児童1
人につき10千円を支給

37,799 37,799
新型コロナウイルス感染拡大防止のための小学校等の臨
時休業等により、様々な影響を受けた子育て世帯の生活
を支援することができた。

34 農林業者経営継続補助金

①農林業者等が行う販路回復・開拓や、事業継続等につながる取組に
対する補助金
②国の農林漁業者の経営継続補助金の採択を受けて実施する新たな販
路の開拓などの経営の継続に向けた取組に対する補助金

23,531 23,531
農林業者の事業継続に向けた取り組みを支援すること
で、作業の効率化、省力化などを図ることができた。

35
小規模事業者等緊急支援給付
金事業

①国の持続化給付金の対象とならない減収30％以上50％未満の小規模
事業者又は個人事業主の事業継続に対する給付金
②小規模な事業者の事業継続を支援するための給付金を支給

24,259 24,259
国の持続化給付金の対象とならない減収30％以上50％未
満の事業者の事業継続を支援できた。

36 観光周遊推進事業

①感染の収束を見据え、観光需要喚起を図るため、観光ツアーの催行
への支援を実施
②市内の観光施設等2か所以上の訪問に加え、市内飲食店又は宿泊施
設を利用した場合に支援

130 130
新型コロナウイルス感染症の拡大で減少した観光入込客
数及び観光消費額の回復の促進につながった。

37 消防団活動支援事業
①消防団員の活動時における感染症の拡大を防止
②マスク、消毒液等の購入費

980 980
消防団員の新型コロナウイルス感染の予防を図ることが
できた。

38 コミュニティナース事業
①コミュニティナース人材確保のための養成講座の開催及び情報発信
②新しい生活様式への行動変容や健康維持を支援するための相談活動
等を行うコミュニティナース人材確保の経費

480 480
オンラインシステムを利用した養成講座を開催したこと
で、都市部からの人の往来や接触を抑え、感染拡大の防
止や人材確保につながった。

39
あやべ定住サポート総合窓口
拡大事業

①移住・定住の促進を図るため、あやべ定住サポート総合窓口のサテ
ライトオフィスの設置や各種セミナー等を実施
②移住候補地として情報発信を強化するためのサテライトオフィス設
置経費やセミナーの開催等

461 461
都市部からの人の往来や接触を抑え、感染拡大の防止に
つながった。

40
タクシー車両感染防止支援事
業補助金

①公共交通機関であるタクシー利用者の安全・安心の確保
②タクシーへの空気除菌脱臭器の設置に対する補助金

238 238
18台分の車載用高性能空気除菌脱臭器設置の補助を行う
ことで、安全・安心にタクシーを利用していただけた。

41
文化イベント感染拡大防止支
援事業

①貸出用の感染症対策備品を整備することにより、安全・安心なイベ
ント等の開催を支援
②感染症対策のため、文化イベント等への貸出用備品を整備

716 716
イベント開催時の検温対策がスムーズにでき、参加者・
主催者ともに安心してイベント参加・運営ができた。

42 飛沫感染対策事業
①アクリル板の設置やマスクの着用により円滑な対話ができないケー
スが発生し、円滑な対話と飛沫防止を両立するための備品を整備
②市庁舎窓口に卓上型対話支援システムを設置

2,602 2,602
来庁者の飛沫感染防止と意思疎通支援の両立に役立っ
た。

43 障害者就労施設等支援事業

①生産活動の縮小を余儀なくされ、製品の売り上げが減少した障害者
就労施設等の販売促進活動等に対する補助金
②販売促進活動等に対する補助金、障害者就労施設等の製品等のチラ
シを作成

3,543 3,543
事業継続力の強化につながる設備投資等の後押しができ
た。

44 移送サービス事業
①外出が困難な高齢者が医療機関等へ移動するための移送手段を確保
するための車両整備
②３密を避けるための移送サービス車両を追加整備1台

1,844 1,844
車両の追加により、移送体制に余裕ができ、より多くの
個別移送の需要に対応できた。それにより、三密を回避
し、感染予防に繋げることができた。

45
児童福祉事業従事者応援給付
金支給事業

①児童福祉事業従事者等に対する慰労金の支給
②京都府緊急事態措置期間中に民間保育所、認定こども園、民間委託
による放課後学級に勤務した職員への慰労金

2,320 2,320

新型コロナウイルス感染症が蔓延し、感染リスクが高い
状況下においても休業せずに児童福祉施設を運営してい
ただいた従事者（公務員を除く）を慰労することができ
た。

46
新生児出生世帯への特別定額
給付金支給事業

①給付金支給による新生児世帯への生活支援
②国の特別定額給付金の支給基準日の翌日から令和2年12月31日まで
の期間に出生した子どものいる世帯に対し特別定額給付金を支給

12,900 12,900
特別定額給付金の支給基準日の翌日以降に出生したこと
で、新生児の給付が受けられなかった新生児出生世帯の
家計を支援することができた。

47 保健医療従事者応援事業
①市内の病院、診療所等（39施設）の感染症の拡大を防止するため必
需物品を提供
②防護服、フェイスシールド等の購入費

6,881 6,880
医療現場の感染予防に役立ち、医療体制の確保につな
がった。

48 フレイル等対策推進事業

①外出自粛や新しい生活様式の実践による外出の機会や人と接する機
会の減少等を起因とする、高齢者のフレイル予防等に向けた個別訪問
等による保健師・管理栄養士の関与を強化するための車両整備
②フレイル等の健康二次被害を予防するための保健師等の訪問用車両
の整備1台

1,262 1,262
高齢者の通いの場に医療専門職が出向き、フレイル予防
の啓発を行ったり、高齢者等の家庭訪問を行い、コロナ
禍における市民の健康二次被害の予防に取り組んだ。

49
ものづくり企業特別応援補助
金

①コロナ禍における、ものづくり企業の新規事業展開や事業継続に必
要な生産設備の整備費に対する補助金
②市内のものづくり企業（製造業）が実施する1,000千円以上の生産
設備の整備費に対する補助金（大企業：補助率1/3 上限5,000千円、
中小企業：補助率1/2 上限3,000千円、小規模事業者：補助率2/3 上
限1,000千円)

117,381 117,381
事業継続力の強化につながる設備投資の後押しができ
た。

50 テレワーク推進事業
①コロナ禍における働き方の新たなスタイルの実践を支援するための
テレワーク拠点を整備
②テレワークの拠点としてＩ・ＴビルにWi-Fi環境の整備

352 352
Ｉ・Ｔビル1階にWi-Fiを完備した多目的スペースＡを整
備し、テレワーク等に活用できる環境を整えた。

51 あやべ観光案内所管理運営費
①感染予防の観点から、より感染リスクの低い洋式トイレへの改修及
び密を避けるための施設整備
②観光案内所のトイレの洋式化、ロビーチェアの整備

1,529 1,529
観光案内所での新型コロナウイルス感染症のまん延防止
を図ることができた。

52 森の京都推進事業
①新型コロナウイルス感染の収束を見据え、東部エリアの観光資源を
観光客や市民に発信し、地域を活性化
②東部エリアの観光資源への誘導看板の設置に対する補助金

2,505 2,505

ウィズコロナを見据え、地域資源を活用した観光誘客に
つなげるための案内表示看板を製作した。コロナ前まで
は綾部バラ園など特定の場所に観光客が集中していた
が、知られざる地域の観光資源を発信することで観光客
の分散を図るとともに、地域の魅力を発信できた。

53 救急業務事業
①救急救命士の感染防止
②電動式心肺人工蘇生器の整備

5,445 5,445

新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、感染防止
資器材の購入により、救急隊員及び搬送傷病者への感染
拡大を防止できた。
電動式心肺人工蘇生器の使用により、胸骨圧迫時のエア
ロゾルに対する暴露を防止できた。

54 教育支援センター運営事業
①感染症に対する衛生管理を強化するため手洗い場を整備
②教育支援センターの手洗い場整備

457 457
新たに手洗い場を設置することにより、来室する児童生
徒の手洗い指導ができ、感染防止を行うことができた。

55
学校保健特別対策事業費補助
金（小・中学校費）

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）
①小学校（10校）、中学校（6校）での新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止
②児童用・生徒用マスクの購入
（学校再開に伴う感染症対策・学習障害等に係る支援事業）
①小学校（10校）、中学校（6校）での新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止
②アルコール、網戸取付、空調設備設置、スポットクーラー、空気清
浄機購入等

36,772 18,386
新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、保健衛生
用品や対策に必要な物品の購入により、感染拡大を防止
できた。

56 学校給食費（小学校費）
①新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休校中の学校給食の食
材費等に係る負担金
②食材のキャンセル等に係る負担金

207 207
新型コロナウイルス感染症により休校の影響を受けた給
食関係事業者へ支援できた。

57
空調設備整備事業費（小学校
費）

①学校の衛生環境を改善するため、小学校（10校）の理科室に空調設
備を整備
②10校（11教室）に空調設備を整備

41,256 41,256
夏季に教室分散ができるよう空調整備を行い、密による
感染拡大を防止できた。

58
ＩＣＴ推進事業費（小学校）
②

①国が進めるＧＩＧＡスクール構想に係る児童１人１台端末の実現
②タブレット端末及びモバイルルーターの整備

41,090 41,090
自宅待機となった児童の遠隔での見守り等に活用ができ
た。
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59
公立学校情報機器整備費補助
金（小学校費）

①国が進めるＧＩＧＡスクール構想に係る児童１人１台端末の実現
②休校措置中のオンラインによる学習環境の整備

198 99
自宅待機となった児童の遠隔での見守り等に活用ができ
た。

61 学校給食費（中学校費）
①新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休校中の学校給食の食
材費等に係る負担金
②食材のキャンセル等に係る負担金

116 116
新型コロナウイルス感染症により休校の影響を受けた給
食関係事業者へ支援できた。

62
空調設備整備事業費（中学校
費）

①学校の衛生環境を改善するため、中学校（6校）の理科室に空調設
備を整備
②6校（8教室）に空調設備を整備

26,819 26,819
夏季に教室分散ができるよう空調整備を行い、密による
感染拡大を防止できた。

63
ＩＣＴ推進事業費（中学校）
②

①国が進めるＧＩＧＡスクール構想に係る生徒１人１台端末の実現
②タブレット端末及びモバイルルーターの整備

23,511 23,511
自宅待機となった生徒の遠隔での見守り等に活用ができ
た。

64
公立学校情報機器整備費補助
金（中学校費）

①国が進めるＧＩＧＡスクール構想に係る生徒１人１台端末の実現
②休校措置中のオンラインによる学習環境の整備

119 60
自宅待機となった生徒の遠隔での見守り等に活用ができ
た。

65 天文館改修事業
①感染予防の観点から、より感染リスクの低い洋式トイレへの改修及
び手洗い場の自動水洗化の整備
②天文館のトイレの洋式化、手洗い場の自動水洗化

2,544 2,544
来館者、職員の新型コロナウイルス感染予防を図ること
ができた。

66 中央公民館改修事業
①感染予防の観点から、より感染リスクの低い洋式トイレへの改修及
び手洗い場の自動水洗化の整備
②中央公民館のトイレの洋式化、手洗い場の自動水洗化

10,659 10,659
利用者が安心して使用することができ、新型コロナウイ
ルス感染予防を図ることができた。

67 図書館管理運営費
①新型コロナウイルス感染症対策のため、多目的殺菌庫を整備
②安心して利用していただくため、図書殺菌庫を整備

2,475 2,475 利用者が安心して図書を利用することができた。

68 スポーツ施設等環境整備事業
①貸出用の感染症対策備品を整備することにより、安全・安心なイベ
ント等の開催を支援
②感染症対策のため、スポーツイベント等への貸出用備品を整備

1,944 1,944
大会、イベント開催時の検温対策がスムーズにでき、参
加者・主催者ともに安心して参加・運営ができた。

69
議会タブレット端末導入事業
費

①新型コロナウイルスを想定した新しい生活様式に配慮した、議会常
任委員会等を開催するための環境整備
②タブレット端末、ウェブ会議システムの導入

4,250 4,250
新型コロナウイルス感染症のまん延時に議員が参集でき
ない場合にもWEB会議により委員会を開催し議案審議する
体制づくりができた。

70
庁内タブレット端末導入事業
費

①職員等が新型コロナウイルスに感染した場合に備え、庁内で分散業
務等が実施できる環境を整備
②タブレット端末、通信ネットワークの整備

12,845 12,845

分散業務を進める上で、Wi-Fi環境の構築を随時行ったこ
とから、一部職員の端末においても、タブレット・無線
化を導入し、密回避による感染リスクの削減に向けた対
応が進んだ。

71
上林地域振興支援センター空
調設備整備事業費

①新型コロナウイルス感染症対策のため、換気機能を備えた空調設備
を整備
②上林地域振興支援センター内のバス待合室に空調設備を整備

605 605
来所者の新型コロナウイルス感染の予防を図ることがで
きた。

72 賦課徴収費

①地方公共団体受付の確定申告データの国税への引継環境を整備
　国税への引継環境をデータ化することにより、税職員と国税職員と
の対面確認による接触機会の減少や郵送確認の簡略化に繋がり、コロ
ナ感染防止を期待
②ＳＥ設定作業委託、端末（1台）整備等

665 665
申告会場で受付をした確定申告をデータ化し送信をした
ことにより、税務課職員と税務署職員との対面確認等に
よる接触機会が減少し、コロナ感染防止に繋がった。

73 こころの健康づくり事業費

①健康不安や経済的困窮、ストレスなどによる悩みを抱えている人へ
の相談体制を構築し、こころの健康づくりを推進
②相談窓口への誘導メッセージ等を掲載、専門家等による個別相談会
を開催

186 186
こころの健康に関する相談窓口の周知と相談機会の提供
ができ、コロナ禍のメンタルヘルスに寄与した。

74
放課後学級空調設備整備事業
費

①新型コロナウイルス感染症対策のため、利用者数の多い放課後学級
に空調設備を整備し学級数を増設
②放課後学級施設に空調設備を整備

19,115 19,115
放課後学級通級児童の新型コロナウイルス感染の予防を
図ることができた。

75
農業者収入保険制度支援事業
費

①新型コロナウイルス感染症の影響等による農業収入の減少を補てん
する収入保険への加入を促し、農業経営の安定及び継続を図る。
②収入保険の掛け金に対する補助金

1,249 1,249 新規加入者数の増につながった。

76 販売促進キャンペーン事業

①売上げが落ち込む市内事業者の販売促進活動等への支援による経済
の活性化を図るため事業を継続
②市内事業者の広報・宣伝及び商工関係団体が取り組む販売促進活動
等委託料

11,000 11,000
集合チラシの発行、ポータルサイト「あやなび」の開
設、ラジオＣＭ、新聞紙上における店舗紹介、セミナー
の開催等により事業者の販売促進活動を支援した。

77 ウェブ会議等推進事業費
①コロナ禍におけるウェブ会議等の環境を整備
②ウェブ会議等を推進するためＩ・Ｔビル、ものづくり交流館にWi-
Fi設備を整備

911 911
ものづくり交流館及びＩ・Ｔビル2階の多目的ホールと多
目的スペースＢにWi-Fiを整備し、ウェブ会議やオンライ
ンセミナー等に活用できる環境を整えた。

78
綾部に宿泊キャンペーン事業
費

①新型コロナウイルス感染症拡大により減少した宿泊客数の回復を図
るため、宿泊クーポン券を販売
②1枚2,000円の宿泊クーポン券を500円で販売（販売枚数：1,000枚）

1,792 1,792
新型コロナウイルス感染拡大の影響により減少した宿泊
客数の回復の促進につながった。

79 救急業務事業③
①救急救命士の感染防止
②感染防止衣、人工鼻フィルタ、医薬材料費の整備

6,144 6,130
新型コロナウイルス感染症の感染対策のため、感染防止
資器材の購入により、救急隊員及び搬送傷病者への感染
拡大を防止できた。

80
中央公民館空調設備整備事業
費

①新型コロナウイルス感染症対策のため、換気設備と空調設備を一体
的に整備
②中央公民館の換気設備（6室）、空調設備（7室）、排煙窓（3か
所）を整備

82,887 82,887
新型コロナウイルス感染予防を図り、利用者が施設を安
心して使用することができた。

81 緊急事態措置協力金負担金
①緊急事態宣言に伴う営業時間短縮要請に協力した飲食店等の事業者
を支援
②協力金の支給にかかる事務費

3,220 3,220
協力金の受給店舗数に応じ、京都府が支給に要した委託
費等の一部を負担し、事業者の事業継続を支援した。

82 緊急事態措置給付金
①市内の個人事業主、中小企業者を支援
②営業時間短縮要請協力金の支給対象外の事業者または、国の一時金
の支給対象外の事業者を支援

5,500 5,500
国の一時支援金の対象とならない減収30％以上50％未満
の事業者の事業継続を支援できた。

758,425 720,502合計

※計画書No.19、29、60は欠番です。
※実績事業費及び交付金充当額について、事業を実施しましたが交付金を充当していない事業については「-」を入力しています（No.24、26、28）。


